















































































































































































































































ところ， ょうやく 3日， 4日目くらいになって
本人にその覚悟ができました。警察は， もう組
長とつるんでいるのでどうにもなりません。そ
こで，私は検察官に直接会って話しました。
「検察の方では，警察の調書を鵜呑みにしない
で，まず組長とその顧問弁護士を調べてほし
い」と頼みました。その検察官もよく動いてく
れて，まず組長，それから弁護士を調べて本人
は関与していないことを確信したようでした。
「木村先生，この被疑者を釈放します。釈放す
るといっても，組に追L、かけられると危ないの
で，検察庁で釈放します。迎えの自動車を用意
してください」と言われました。「わかりまし
た」ということで，その組員が昔つとめていた
土建屋さんに頼んで，横浜地裁と検察庁の間に
あった中庭のところに大きなトラックで迎えに
きてもらったのです。その大きなトラックに被
疑者とその家族を乗せて逃がしました。当人が，
「弁護士さん。 00についたらお知らせします」
というので，私は「達者で暮らせよ！」と言っ
て送り出しました。これが事件名の由来です。
しかし， もうそろそろ落ち着いたかなと思う時
期になってもいっこうに連絡がない。つまり，
私は，結局無報酬で働いたことになります。こ
れは，被疑者段階で弁護士がつかないと， うま
くいかない事件宇で、す。警察が持えた調書を検察
官が果たして見抜けたかどうかという問題があ
ったわけです。
客室乗務員事件
もう一つは，客室乗務員事件です。これも，
当番弁護士として接見して被疑者段階で関わる
ことがなければ，起訴されて有罪判決を受けた
可能性があったものです。この事件は，航空会
社のステュワーデスさんが恐喝の被害届を出し
た事件でした。被疑者は，パイロットではなく，
地上で客室乗務員を指導・訓練するいわゆる教
官でした。彼は確かにハンサムでかっこいい人
でしたが，その教え子であるステュワーデスさ
んがその人を好きになったのです。その被疑者
が北海道へ転勤したときに，そのステュワーデ
スさんが訪ねてきて一緒に食事をしました。被
疑者の話によると，男女の関係はなかったけれ
ども，彼女に好かれているということはわかっ
ていたということでした。事件というのは，そ
の女性が教官につきまとうということが背景に
ありました。被疑者の方は，後でわかったこと
ですが，実は横浜弁護士会の法律相談にも来て
いて「こういう女性につきまとわれて凶ってい
る」と訴えているのです。「つきあっているこ
とを会社の方にばらす」などと脅迫めいたこと
も言われていたとのことでした。ところが， 2
月のある日，脅かされていた教官の方が逮捕さ
れてしまうのです。なぜかというと，その女性
の言い分では，「2月onの夜中の 2時頃に教
官が電話をかけてきて」 反対のことを言う
ので，混乱しないように注意して聞いてくださ
い 「おまえとの関係を会社にばらされたく
なかったら，いまからいう銀行口座に 300万円
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を振り込め」と言われた。そこで，母親に相談
したうえ，翌朝電話を受けた旨のメモ書きのあ
るカレンダーをもって警察に届け出た。そして，
警察はそれだけですぐにその教官を逮捕したの
です。その際に，私が当番弁護士として被疑者
につきました。「ここに振り込めというその銀
行口座の番号は，あなたのものか？Jと尋ねる
と， 「そうだJというのです。「あなたが言わな
ければ，先方は口座番号を知らないはずだ」と
言うと，これは何岡か接見している間にようや
く言い出したことなのですが，「どうして彼女
が私の銀行口座の番号を知っていたかがわかり
ました。私は5月の連休中に田舎に帰省してい
たのですが，自宅マンションに帰ってきたとき
に，郵便受けの底に敷いてあった白い紙がめく
れあがっていて不審に思ったことがありました。
マンションの入り口はオートロックですが，郵
便受けには誰でも投函できるようになっている。
本人はオートロックされた内側で郵便受けから
郵便物を取り出すしくみです。逮捕・拘官され
てから考えたのだけれども， 「O月O日に00
銀行の羽田空港出張所の口座から金00円を引
き落とします」と記載されているクレジットカ
ードの請求書が入った郵便を盗まれたのですと
いうわけです。それで， 詳しい経緯は忘れてし
まいましたが， もう少し調べてみたところ，こ
の口座には振り込みができないことがわかった
のです。振り込み円座を指定するには，「00
銀行00支店00番」までの記載が必要で，
「羽田空港出張所」だけでは，振り込みができ
ないのです。そうすると，あの電話の「ここへ
振り込め」と言ったのは， どうなのかという話
になります。口座番号を持っている本人には，
00銀行のあの口座だということがわかれば足
りるので，請求書には支店名が記載されず出張
所名だけが記載されていたのです。これで彼の
言い分が正しいと判断しました。あとは私の方
でそれを検察官にどう納得してもらうかです。
先ほども述べたように，弁護士が検察官のとこ
ろへ赴いていろいろ話をした場合， もしかする
と，検察官がその話の裏をとってそんなことは
ないという扱いになるかもしれないので，畏で
はないけれども，少し戦術を考えました。「明
日検察官に聞かれたらまず確認してください。
彼女は僕が電話でどういう 言い方をしたと言っ
ているのですかJと。検察官に「被害者は00
と言っていた」ということ，つまり，羽田空港
出張所だけで支店名が入っていなかったことを
確認してもらうよう指示したわけです。そのう
えで，「検事さん。支店名がなければ振り込み
はできません。」と説明し，それで，検察官も
驚いて釈放となったのです。私と共同で弁護に
当たっ た弁護士が接見に行ったさいに，ちょう
ど被疑者が釈放されるという劇的な場面に遭遇
し，その弁護士は喜んでいました。これも被疑
者段階の弁護で救済できた事件です。
4 当番弁護士制度の発足
レジュメに 2例あげましたが，被疑者段階で
の弁護というのは，本当に重要です。昔は，被
告人が起訴された後で、の国選弁護しかありませ
んでした。これまでの話は当番弁護士制度がで
きてからのものですが，それ以前にも日弁連の
中に接見交通確立委員会があヮて，ここは弁護
士が自由に接見できるよ うにしよう という活動
をしていました。しかし，それは起訴されて弁
護士が付いた後の問題ですね。たとえば，痴漢
の疑いで父親が突然逮捕された，夫が逮捕され
たときに，弁護士の名刺を持っていて，土日を
問わず電話できる人がし、ったい何人いるでしょ
うか。 今日何度もお話しするように，弁護士の
力，法律の力があれば，救われる人， またそれ
がないために苦しんでいる人がいっぱいいるは
ずです。私は，ある時期民事でも刑事でも弁護
士へのアクセスがどうにかならないかと夢中に
なって考え，またある先輩の弁護士にもそうい
う話をしたのです。「どうして弁護士にすぐ相
談できないのか。夜間の相談もやるべきだ。土
日もやるべきだ」と。すると，「木村さん。い
ま貴方が述べたよ うなことを今度日弁連が始め
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るようだよ。先日，横浜のある弁護士さんがそ
ういう話をしていたよ」という答えが返ってき
ました。そこで私はす ぐその次の日にその弁護
士に電話をかけました。「昨日の夜に聞いたば
かりなのですが，弁護士会に電話があれば，逮
捕されたときにすぐに被疑者のもとに駆けつけ
るという制度ができると聞いたのですが」と。
すると， 「そうだ。日弁連がその前の年に聞い
た人権大会で，当時東大教授であった平野龍一
氏が『日本の刑事司法は絶望的な状況にある」
と述べて全国の刑事弁護に当たる弁護士は大き
なショックを受けたことがある。それで日弁連
および各地に刑事弁護センターを創って，刑事
弁護を充実させる活動をするとともに当番弁護
士制度を始めることにな った」というのです。
当時まだ制度の発足前で、あり，私は状況を詳し
くは把握していなかったのです。
また刑事弁護センターというのは， 日弁連が
本腰を入れて創設した部署ですから，偉い先生
方が多数参加しているけれども，若い弁護士，
すなわち，実働部隊が不足していました。私が
子を挙げて参加を申し出たところ，飛んで火に
いる夏の虫という状態で大いに働かされました。
私は当番弁護士制度発足のときからの参加者で
す。弁護上の方が当番で被疑者を訪ねて，私選
で刑事事件の弁護を引き受ける，たとえば，着
手金 30万円で引き受ける，そして弁護士会の
方にその l割3万円を寄付する。そこで，その
3万円を，当番として被疑者のもとに駆けつけ
たけれども私選事件を受けなかった人の日当 l
万円に当てるという仕組みです。つまり， 30
万円で私選事件を受任すると， 3人分の当番弁
護士の日当が出ます。そういう単純な計算のも
とに弁護士が自ら運動を始めたのです。われわ
れは，いずれ国の方で被疑者段階から国選弁護
の制度を創るべきであると考えて，それを実現
するために運動するのだという意識でやってい
ました。本当に多くの弁護士が汗を流してきた
のです。後に司法制度改革の中で，民事の方の
法律扶助，いま法テラスでやっているものです
が，これを拡充しようというときに，あれよあ
れよという問にちょ っと信じられなし、ほどの速
さで刑事事件における被疑者段階の国選弁護制
度もできたのです。この制度は，いまはさらに
第三段階として被疑者が拘留されているすべて
の事件について被疑者段階の国選弁護を実現し
ようというところまできています。
当番弁護士発祥の地はイギリスの ロンド ンで
す。これは歴史的におもしろい話なので，「あ
あ，物事はそうやって変わって行くのだ」とい
うことの例証として聞いてくださL、。当時札幌
弁護士会の弁護士であった村岡啓一弁護士は，
司法研修所では私よりも 10年ほど先輩で26期
です。村｜吋弁護士は，現在は一橋大学の教授で
す。村岡先生は，札幌で弁護士をされていた頃，
弁護上となって 10年日くらいだったと思いま
すが，全国の仲間達とスモン病訴訟に関わりま
した。その訴訟によって少しまとまった報酬が
得られたということで，それを活用するために
商学しようと思い立たれたのです。それで，村
岡先生は，先に妹さんがフランスで生活されて
いたので，妹さんとはドーパー海峡を隔ててい
るだけで何となく安心だからということでイギ
リスのロンドン大学に留学しました。イギリス
では法廷弁護士（パリスター）と事務弁護士
（ソリスタ ー）の区別があることはみなさんも
ご存じと思います。法廷弁護士は法廷で弁論を
行い，事務弁護士は法律文書を作成する任にあ
たります。村岡先生は，いまで言うと弁護士修
習のような感じで， ソリスタ ーのもとで研修を
受けたわけです。あるとき，そのソリスターの
パーティーがあった。その際にソリスター同士
の話を聞いていると，「今日は自分は当番弁護
士で大変だよ。これから朝かまで警察署を回る
んだ」という話が聞こえてきた。村岡先生は，
全く事情がわからないので，「当番弁護士とは
何？」と尋ねた。するとそのソリスターが，
「自分の今日の当番に付いてこい」ということ
で， 一晩中一緒に警察署巡りをしたのです。村
岡先生は， 「これはすごい」と思ったのですね。
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それで帰国後，東京弁護士会の若手の弁護士の
研究会でその話をしたのです。そこで 「これは
すごい！」という反響がありました。また福岡
県弁護士会の要請を受けて，村岡先生は，福岡
でもその話をしました。福岡県弁護士会は，
「これはうちでやる」と言い出しました。それ
より少し前にいまのノレートとは別に，大分県弁
護士会が当番弁護士制度を始めました。したが
って，当番弁護士制度の開始は，一番が大分，
次に福岡で，横浜弁護士会は3番目でした。当
番弁護上制度は，大げさな表現かもしれません
が，その後煉原の火のよ うに全国の弁護士会に
広がりました。当時，弁護士は，いまとは異な
りも っと偏在していました。年中無休で24時
間実施するという制度が，あっという聞に 2年
間で全国に広ま ったわけで，私は日本の弁護士
のすごさを感じました。平野教授が，講演で
「日本の司法制度は絶望的である」と言われた
ことで，なにく そという弁護士魂が頭をもたげ
たように思います。われわれは，それから営々
努力を積み重ねて， よう やく被疑者国選制度が
実現したのです。
5 弁護士の志一一ロンドンで
ちょ っと話が変わ りますが，私は村岡先生と
一緒に日弁連のプログラムとして当番弁護士制
度発祥の地ロ ンドンに行き，パリ スター協会を
訪問したことがあり ます。その帰りに，私たち
日弁連の一行はロ ンドンにあるアムネスティ・
インターナショナノレの本部を訪ねました。本部
ビルでは， ものすごく厳重な警備が行われてい
たのが印象に残っています。われわれは，「日
本でも被疑者の当番弁護士制度を始めた」とい
ういさ さか自負をもって会見に臨んだのですが，
アムネスティ・インターナショナノレの本部の方
がこう 言ヮたのです。 「ほう，それはすごい。
しかし， 日本のロイヤーは， どうして日本人の
ことしか考えないのか。世界には政治犯として
理由な く拘禁され，いまにも死刑を執行されそ
うな人々が多数いるではないか」と。われわれ
は， 大きな衝撃を受けました。これは， 弁護士
の高い志の問題の一つです。最初に申し上げた
ように，私は自分の目の前にいる人のために一
所懸命やろうと心がけてきたのですが，確かに
弁護士にはロンドンのアムネスティ本部で指摘
されたような仕事もあります。また世界の中で
戦って白分自身の生命の危険にさらされている
弁護士もいますね。
法整備支援
次に，カンボジア・ 東欧の話を します。日弁
連には外同の法整備に関連して間際委員会があ
るのですが，そこでの事例です。カンポジアの
法整備支援事業は，カンボジア政府の要請を受
けて始まりました。そこで愛知県弁護士会の所
属の経験5年ほどの若手弁護土が現地に行って
法整備に携わっていました。カンボジアには，
歴史的な由来があり，フ ランス人の弁護士によ
るフランス法系の法整備も始ま っていました。
そこに日本の弁護士が行ってドイツ法系の法整
備を提案しディスカッシ ョンしながら法整備
の活動をしたのです。私は，「そういう仕事も
あるのか」 と感嘆しました。
また，ちょうどベノレリンの壁が崩壊した後，
東欧の法整備に携わった弁護士の事例もありま
す。この方は，東京で企業法務を専門としてい
た方です。東欧の社会主義の国では，土地の所
有権という観念がない。したがって，抵当権法
がないのです。しかし，外国の金融機関から資
金を導入するためには，この種の法整備から始
めなければな らなかったのですね。私は，これ
にも感嘆しました。
3番目にあげである南太平洋のボアソナード，
これは私が弁護士にな って1年目の頃，横浜の
ある弁護士から実際に勧められた話です。「今
度南太平洋の00という島が独立した。これか
ら憲法以下すべての法律を制定しなければなら
ない。ついては，その法整備をするために，人
をほしがっている。木村君，南の島に行って，
活動してみないか」というわけです。すごい話
でしょ。私は「いいな」と思いましたが，法律
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事務所に就職したばかりだ ったので，実現しま
せんでした。その際， 「あの国は独立したばか
りでまだ政情不安定だ。クーデターが起きたら，
あんたも一緒に絞首刑になるかもしれない」と
脅かされました。もしこの話が実現していれば，
私は南太平洋の00国のボアソナードにな って
いたかもしれません。
6 終わりに
いま最後に3つほど夢のあるお話をしました。
私は，弁護士として実際にしばしば市民が遭遇
するような事件に関わってきました。ただ，東
京で企業法務の最先端でやっている弁護士，ま
た渉外事務所でや っている弁護士は，「国際的
なおおきな取引をやるんだ」と自負を持ってい
ることでしょう。それもーワの弁護士の仕事で
す。先般，東電の OL殺人事件の再審開始決定
(2012/617）がありましたが， 一審から弁護を
担当していた第二東京弁護士会の神山啓史弁護
士は，私が刑事弁護センターで一緒に仕事をし
た人です。彼は， 若いときから自分は刑事専門
で活動すると言っ ていました。被告人国選しか
なかった時代に，彼は池袋に自宅があったので
すが， 事務所にはし、なくて弁護士会に通勤・常
駐して弁護士会と裁判所を往復する毎日でした。
それも弁護士の一つの仕事ですね。
みなさんがまだそういう志を自覚していない
ようであれば，これからぜひ勉強の過程でまた
は弁護士になってからでもよいのですが，そう
いうものを掴んでほしいと思います。そうする
と，最初に中し.J－.げたような辛いことにも耐え
られるでしょう。また最後に申し上げたいこと
は，いま私がお話ししたような大きな事件，た
とえば，著名な行政事件や公害事件に関わると
いうようなことは偶然によります。みんながみ
んなそういう事件に遭遇するわけではありませ
ん。しかし，そういう事件に出会わなくても，
結局，辛い仕事をなぜ自分がやっていけるのか
とい うと，やはり 自分が弁護士を志したときの
正義感であり，また 「このお年寄りたちは可哀
想ではないか」という優しさです。これを持ち
続ける必要があるでしょう。ただ弁護士になっ
て他人よりも少しよい生活をしたいとか， よい
車に乗りたいとか，司法試験合格は自分の優秀
さの証明であると自己満足するとか，そのよう
な考えでいると， どこかで蹟くのではないかと
思います。みなさんは，これからの人です。し
たがって，ぜひそういう正義感や優しさを身に
つけていただきたいと思うのです。私の話はと
りあえずこれまでとして質問があればお答えし
たいと思います。
［質疑］
質問 さきほどの客室乗務員事件のステュワ
デースや， 「達者で暮らせよ」事件におけるや
くざの顧問弁護士は刑法犯となり，また弁護士
会で懲戒されるべきなのではないかと思うので
すが。実際の事件ではどうだ ったのでしょうか。
答え そのときには，こちらの方で刑事告発
もしなかったし，懲戒請求もしなかったと思い
ます。当時，私がどうしてそ うしなかったか。
あまり記憶にないのですが，確かに懲戒申立て
というのはした方がよかったかもしれません。
また刑事告発については， 事件後に先輩弁護士
から聞いた話ではその顧問弁護士はやくざがら
みの事件によく 登場する有名な弁護士でした。
その後しばらくして亡くなってしまいました。
そういう弁護士もいますよね。やくざにも人権
はあると言われれば，わかります。刑事事件を
やっていると，民事介入暴力事件ややくざがら
みの事件を依頼される可能性もあるわけですが，
「自分は引き受けない」という弁護士が多いで
す。私は，やくざにも人権はあるし，護ってや
らなければならないこともあるので， 一律に弁
護を断るということはしていません。しかし，
たしかにやくざと結託するような弁護士は許す
ことができません。その許せないというのは，
弁護士の志ですね。
質問 自分は東北の出身で今後震災の復興支
援に携わりたいという気持ちを持っているので
神奈川口一ジャーナル第6号 105 
すが，復興支援についての横浜弁護士会の取り
組みについてまた先生のご意見があればお聞か
せください。
答え 横浜弁護士会で，一昨年の震災後すぐ
に復興支援チームを立ち上げて，活動を開始し
ました。大きく分けると， 2つの活動がありま
す。まず，神奈川には約 2,800人ないし 3,000
人の方々が避難されています。その人達の相談
会や原発事故による損害賠償請求に関する説明
会を実施しています。もう一つは，弁護士が福
島の仮設住宅のある地域を訪問して無料の法律
相談会を実施しています。それを震災チームと
いうのですが，これは弁護士会の 1つの委員会
みたいなものです。この委員会が参加するボラ
ンティア弁護士を募るわけです。これには，
300人ほどの弁護士が参加してくれました。ま
たボランティア弁護士とは別に弁護団を組んで
支援しています。弁護団は，これから本格的に
活動することになるのでしょうが，東電に対す
る損害賠償についての ADRの申立てについて
説明しまた具体的に受任して申立てをするこ
とになります。また横浜弁護士会だけではなく，
全国の弁護士会，特に関東地方の弁護士会がが
んばっています。
具体的な問題として，東電から，被災者に対
して東電に対する損害賠償請求をするための請
求書が大量に送付されています。つまり，被災
者は約 10万人と言われているのですが，その
10万人に対して 「損害があればこの用紙に書
いてください」というやり方で，東電から損害
賠償の請求書類が送付されてくるのです。その
用紙に記入して簡単に東電へ返信してしまう人
もいるのですが， 当然ながら東電は賠償額を抑
制しようという方針を持っています。弁護凶は，
東電の方針に乗ってしまうのではなく，ちゃん
と納得の行く解決をする，すなわち， ADR,
たとえば仲裁や和解による解決をすることがで
きるように支援しているのです。またその損害
賠償請求の書式では，原発事故との因果関係の
証明は必要ないが，それ以外の損害の立証につ
いては，それを証明する資料の添付を要求する
のです。しかし，被災者において，何が証拠と
なるのかを判断し，またそれをそろえるのは困
難であり，どうしても弁護士による代理が必要
です。
また神奈川のほか新潟には約8.000人の避難
者がいます。弁護士が新潟や福島にも行って被
災者のヒヤリングを実施し，申立てに必要な資
料をそろえるには，どうしても 4固ないし5回
ほど現地に通わなければなりません。その費用
をどうするか。また少し難しい話になりますが，
東電に対する損害賠償請求自体ではなく，不動
産に関する問題，相続の問題等一般民事の問題
もあります。これらについて，横浜，新潟ある
いは大阪の弁護上がどんどん受任するようにな
ると，弁護士同士の縄張り争いの問題が起きる
かもしれないのです。たとえば，大都市にある
弁護士事務所が今後被災地の民事事件を多数受
任する司能性を念頭に置いて被災地に移転する
又は支所を設けるというような現象が起きるか
もしれません。しかし，日弁連や関弁連は，
個々の事件についても地元の弁護士会の了承を
前提に活動しているわけで，事務所の移転等に
は、慎重さが必要です。これは弁護士会のあり
方に関わる大きな問題です。ちょっとご質問の
内容とはずれていたかもしれませんが，横浜弁
護士会は，以上のような取り組みをしています。
質問 いままでお話に出てきた損害賠償請求
ゃあるいは一般的に仮差押え・仮処分等の保全
処分をしようとする場合， 一般人にとっては，
まずどのような書面を作成したらよいのかが難
しい問題です。これらについて適当な参考書が
あれば教えてください。
答え どのような参考書があるかは，ちょっ
とここですぐに挙げることはできませんが，書
式についてお話します。インターネットは使っ
ていますか。インターネットを検索するとたく
さん出てきます。それは， 一般的な東電に対す
る損害賠償請求書式または保全処分の申立書式
ではなくても，いろいろな法律事務所が実際に
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行った申立ての例がたくさんあります。現代は，
本当に情報化社会となっており，これらは簡単
に入手可能です。最近は弁護士事務所に相談に
来る際に，あらかじめインターネットから入手
した書式を用意しておられる方も少なくありま
せん。
質問 裁判員制度において弁護士はどのよう
な役割を果たすことができるのでしょうか。ま
た検察の方ではあらかじめ綿密な捜査を行い，
時間をかけて裁判員裁判のために公判の準備を
してくるわけですが，このような裁判員制度と
の兼ね合いで弁護士を増員する必要はないので
しょうか。
答え 裁判員制度において弁護人の方が，検
察と比べると証拠の提出能力において劣ってい
るので，弁護土を増員しなければならないとい
う議論はないですね。むしろ，弁護の質を高め
るという話でしょうね。現状では，まず裁判員
裁判をやる弁護士が少ないのです。なぜかとい
うと，裁判員裁判の対象は，刑罰において死刑
を合む重罪犯ですね。いま刑事事件の 85%以
上は，国選事件です。国選方式では，費用等の
制約があり，そのような重罪事件の弁護をする
のは大変です。いま公判前整理手続が行われる
わけですが，それでも半年以上 l年近く時間が
かかります。私などは裁判員裁判について3日
もの， 1週間もの， 10日ものと呼ぶことがある
のですが，たとえば， 10日間この lつの事件
だけに専念するわけです。こういう事件をやろ
うという弁護士は少ないのです。したがって，
裁判員裁判に参加する弁護士が増えれば，弁護
士自体の増員は不要ということになります。私
は刑事弁護センターで経験しているし，裁判員
裁判にはその制度創設の当初から関与している
ので，裁判官や検察官と合同の研究会をやる機
会もあります。確かに弁護士の方は，検察庁と
違って，「全員この日にこういう研修をするか
ら集合」ということができません。熱心な弁護
士はいつも出席するのですが，その幅が広がら
ないのです。裁判員制度の導入により訴訟のや
り方ががらりと変わっているにもかかわらず，
研修に参加していない弁護士は，これについて
行くことができません。
また裁判員からみると， もともと弁護士は検
察官と比べてマイナスの位置から出発していま
す。弁護士は，被告人が「私はやっていない」
という限り，たとえそれが証拠上不合理なiまい
訳だと思っても、被告人のいうとおりに無罪の
主張をしなくてはなりません。また裁判員の中
には，検察がやることは正義だということを信
じている人もたくさんいるわけです。そうする
と，弁護士がいろいろな弁論技術を駆使して被
告人に本当に有利な主張を展開しでも，一般人
は「この弁護士は何をやっているのだ」という
偏見のHで見ているのです。
弁護土の方の弁護技術というのは，大きく変
わりましたから，これに対応することが必要で
す。特に尋問技術を工夫する必要性が高まりま
した。このことは，刑事事件だけでなく，民事
事件にも関係があります。現在の民事事件では，
証人尋問や当事者尋問の前に陳述書面を提出し
て，実際の尋問の場面では時間もないので「簡
単に要旨だけ話してください」というやり方で，
証人尋問等がやや形骸化しているところがあり
ます。他方，刑事事件の証人尋問では激しい攻
防があります。弁護士は，刑事事件で尋問技術
が磨かれるという面があると思います。
司会通常尋問技術というのは，一朝一夕に
は身につかないと思うのですが，われわれのと
きは国選弁護であったので，同選の事件を経験
しながら身につけてきたと思います。いまはど
ういうふうになっているのでしょうか。いまの
若い弁護士はなかなか刑事事件に関係する機会
がないかもしれないのですが，そういう場合，
どうすればよいとお考えでしょうか。
答え いま中村先生が言われたように，実地
でやってゆくしかないのだけれども，特に刑事
事件における尋問技術は，やはり裁判員裁判に
備えなければならなかったので，いろいろ工夫
がなされました。主尋問はそれほど難しくはあ
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りません。主尋問は自分の依頼者と打ち合わせ
をして整理して聴くことができます。特に難し
いのは，反対尋問です。反対尋問は，敵性証人，
特に相手方の証人の証言を待ってこれを切り崩
して行かなければなりません。そのためには，
本番で実践するほか日弁連でやっている尋問技
術のトレーニングがあります。今度横浜弁護上
会にもエキスパートの弁護士に来ていただいて
やるのですが，実際に起きた事件の記録を素材
にして，訓練を受ける弁護士が向ら弁護人にな
ったつもりで弁論をやってみるというやり方で
す。たとえば，反対尋問の場合，質問は，閉じ
られた形で，「00ですね？」という聴きん－を
する必要があります。「どうでしたか？」とい
うようなオープンな聴き右‘をすると，証人に逃
げられてしまう可能性が大きくなります。「イ
エスかノーか」と尋ねれば，証人は「ノー」と
答えるでしょう。したがって，尋問の仕方は，
結構難しいので，実践的訓練が必要なのです。
しかし，こういう研修の機会はそれほど多くな
いので，実際の刑事事件で経験するのが通常で
しょう。このことは，刑事事件だけでなく，労
働事件でもあてはまります。私も労働事件で2
回ほどこの尋問で苦杯を喫した経験があります。
解雇の問題で労働者側の弁護をする弁護1：は，
非常によく勉強していて，この種の訴訟で慣れ
ているはずの会社側の人事の担当者の証三を反
対尋問で切り崩してくることがままあります。
最初は穏やかに反対尋問を始めるが， しかし，
伏線を敷いておいて後で証言の矛盾を突き，証
言自体をびっくり返すという方法です。
質問 弁護士の志は，弁護士のおごりと紙一
重のような気がします。たとえば， さきほどの
お話にあったような「世界には困っている人達
がたくさんいるのに，なぜ日本人のことしか考
えないのか」という問題です。弁護士の志と弁
護士のおごりはどのようにして区別されるので
しょうか。
答え 志というものは，あなたの言われるよ
うに独善的であってはいけないと思います。白
分の志として忘れてはいけないものと，修正し
なければならないこともあるでしょう。ロンド
ンでの例は，修正が必要な場面でしょうね。
また当然ながら人によって志は異なります。
それが法律の実務の中で衝突することは当然あ
り得ます。たとえば，一般的に考えても，検察
官と弁護上の志は異なるでしょう。また労働者
側の弁護士と会社側の弁護士でも異なるはずで
す。それはそれでよいと思います。ただ最初に
中し上げたように，「正義とは何なのか？」と
いうところでは，柔軟に考えるべきであって，
一方的に企業側の弁護士は悪いとか，労働者側
の弁護士は苦ーであるとか決めつけるべきではな
いと考えています。
司会 それでは予定の時間が終了しました。
本日は貴重なご講演を頂き，有り難うござい
まLfこ。
